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取扱 説明 書 
本 寄 に は 基本 的 な 操作 方 法 を 記載 し て いま す 。 


拡張 機能 や その 他 情 報 に つい て は 弥 社 ホー ム 
ペー ジ を ご 藻 く だ さい 。 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 質 い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ い 
ます 。 本 製品 の 擬 能 を 充分 に 発 擦 さ せ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 
取扱 説明 理 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読 みく だ さい 。 アフ ター サー ビス な ど に 
つい て も 記載 し て いま す の で この 取扱 説明 時 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 また 、 
補足 シー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場合 は 、 取扱 説明 青 と 合わ せ て 保管 し て く 
だ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と 圭 、 お 役に立ち ます 。 本 製 
品 は 免許 ・ 資 柏 不要 の 特定 小 夫 力 無線 電話 と し て 、 吾 種 遂 信 に お 兵 い いた だ 
け ま す 。 
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[ 
| お 頁 い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ 


1 る 00 13:Q0E 際 まず ) PS0785 
AR FNEG-NJ 
の デバ キー 
使用 前 の ご 注意 
証 ご 使用 屯 境 
本 名 は 防水 提 造 で は お り ま せん 。 


策 や 生 が 直接 か か ら な いよ うに 使用 し 、 浦 れ た 堀 合 は すぐ に 乾 いた で 拭 寺 取 っ つて くだ さい 。 
高温 、 多 混 、 画 射 日 光 の 当たる と と ろ 、 粉じん の 多い 温 所 は 避け て お 使い くだ さい 。 


四 分 巡 し な いで 
特定 小 電 カ ト ラン シー バー の 玖 造 、 変 更 は 法 筆 で 禁止 され て いま す 。 分 解 し た り 内 包 を 開け る こと 
は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


還 ご 使用 禁止 場所 

本 境 は 総務 法 術 吉 準 和合 品 で す が 、 使 用 場所 に よっ て は 思わ め 電 油 障 害 を 引 寺 起こ すこ と が あり 
ます 。 次 の よう な 場所 で は 俳 用 し な いで くだ さい 。 

(人 空 憶 内 、 空 表地 内 、 圭 箇 両 内 、 中 紙 周 周辺 、 病 院内 な ど ) 


日 本 国内 で の み 使 用 し て くだ で さい 。 
This product i9 perrnitted for usa in Japan only. 


還 通 信忠 離 

通信 で きる 距 本 は 周囲 の 据 況 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 
・ 海 上 、 山 大 な ど 某 件 の よい 所 : ら km また は それ 以上 
・ 河 原 な ど 障 害 物 の な い 平 地 BOO0mー 1km 答 度 
・ 見 通し の よい 適 、 郊 外 の 住宅 地 ・ 5Dm 程 訟 

・ 市 街 地 め よう な 障害 物 の 多い 所 : GO0m 程 度 


障 寄 物 
本 欄 に 採 軸 され て いる 電波 は 直進 性 が 高い た め 、 間 に ビル や 入 凍 、 ま た は 山 や 丘 険 等 の 障害 物 が あ 
る 通信 で きる 本 区 が 如く な り ま す 。 


還 バ ッ デ テリ ー セ ー ブ 

電池 の 消 示 を 防ぐ 機能 で す 。 受信 待ち 受け 状態 で 約 秒 間 キ ー 操 作 が な いと この 探 慈 が 動作 し ます 。 
信号 を 受信 する か キー 操 価 が お こ な わ れる と バッ テリ ー セ ー ブ は 解除 写 れ ます 。 

バッ テリ ー セ ー ブ づ 動 邊 時 に 信号 を 受信 する と 、 通 話 の 始め が 途切れ る 場合 が あり ます が 異常 で は あ 
り ま せん 。 


置 電池 に つい て 

市 の 涯 三 形 寺 池 は ご 使用 に な れ ま せん 。 

寺下 、 容 早 、 寸法 な どの 仕様 が 弊社 親 品 と 合わ な い お そ れ が あり 、 立 隊 の 原因 と な り ま す 。 
種類 の 異な る 電池 や 、 古い も の と 新しい も の を 淫 ぜ て 使用 し な いで くだ さい 。 

発 吉 や 湊 選 など 、 故 隔 の 原因 と な りす 。 


画 第 三 者 に よる 傍受 
還流 を 使用 し て いる 関係 上 、 舞 失 間 の 通 括 は 第 三 汗 に よる 傍 愛 を 完全 に 阻止 する に と は で きま せ 
ん 。 そ の た め 失 必要 する 重要 な 通話 に 使用 する こと は お 勧め で さま せん 。 


安全 上 の ご 注意 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 | を ご 使用 の 前 に お 読み くだ さい 。 


うに な っ て いま す 。 内 容 を よく 理 舟 し て か ら 本 文 を お 区 み くだ さい 。 


この 取 抜 説明 審 で は 、 製品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 取 の 人 々 へ の 佑 害 や 財産 
へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 給 表 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よ 


表 示 表 示 の 意 味 


志 
Ne 際 | この 表示 を 無 し て 詞 っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 旦 傷 を 島 う 名 険 
が 著 し 迫 っ て 生じ る こと が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
/ 人 Ng 門 と の 表示 を 無視 し て 崩 っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 画 傷 を 負う 台 能 
H 性 が 起 定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
/N き この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷害 を 劉 う 可能 性 が 起 定 さ 
語 計 


れる 内 容 、 お よび 物 的 損害 の み の 発生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


肖 示 の 意味 
へ 記号 は 、 注 意 (名 除 ・ 番 告 守 お ) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 に は 過 体 的 な 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 


〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で ある こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 や 近傍 に 具体 的 な 薫 止 内 容 が 描か れ て いま す 。 
介 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る も の で す 。 


第 | の 中 に 具体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC アダ ブタ ー を コン セン ト か ら 抜 
け ) が 描か れ て いま す 。 


机 告 
間 王 」 
還 使 用 当 境 ・ 朱 件 
この 刷 品 を 使用 で きる の は 、 日 本 内 の この 刷 品 を 何ら か の シス テム や 電子 擬 器 
み で す 。 国外 で は 使用 で きま せん 。 の 一 部 と し て 組み 込ん で 使用 し た 場合 、 
Tis product j5 pgrmitted for use jn いか な る 誤動作 不具合 が 生じ て も 製造 
Japan only. 元 お よび 販売 元 は その 南 任 を 負う も の で 
は あり ませ ん 。 

この 製品 を 人 命 救助 な どの 目的 で 使用 し 


命 が 失わ れる こと が あっ て も 、 製 造 元 お 
よび 販売 元 は その 次 多 を 負う も の で は あ 
り ま せん 。 


リー 製品 を 投 続 し な いで くだ さい 。 故障 


《⑲ て 、 万 一 、 故障 ・ 誤 動作 な ど が 原因 で 人 
の 原因 と な り ま す 。 


ぐ 指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ 


自動 車 な どの 運転 中 使用 し な いで くだ 
と の 調 品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 勿 と と 合い 。 交 通 事 故 の 限 因 と な り ま す 。 
も に 至近 距離 で 後 数 台 使 用 し な いで くだ 眉 者 が 琴 用 する と ぎ は 東 を 安全 な 場所 
きい 。 お 互い の 影響 に より 才 陣 ・ 議 動 控 ・ に 止め て か ら ご 使用 くだ さい 。 携帯 型 
不具 合 の 原因 と な り ま すず 。 線 提 を 運転 者 が 走行 中 に 使用 する と 道路 
2 時 法 違 反 で 着せ られ ます 。 


特定 小 電力 の 通信 制限 に つい て 
桂 定 小 電力 トラ ン シ ー バ パー の 通信 に 関す る 制限 事項 に つい て 説明 し ます 。 
3 分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) … の の の … 


送信 、 受 信 あ わせ て 3 分 以内 で す 。 
10 秒 前 に 区 告 音 が 鳴り ます 。 通信 時 間 が 千 


記 河間 限 に ホ り 、 


3 分 に な る と 目 動 的 に 送信 は 停止 し ます 。 


信 が 休止 し た 後 は 、 約 


キャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ) …………………… 


一 定 の 准 で 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は PTT キー を 押し て も 送信 で きま せん 。 
受 慎 中 に PTT キー を 押す と アラ ー ム 人 が 帰り 、 送 信 で き な い こと を お 知ら せ し ま す 
ビー プ 音 を OFF に し て いる た アラ ー ム 次 は 鳴り ませ ん 。 


付属 品 と 取り 付け 方 


付属 品 を ご 玲 認 くだ きい 。 
[ベル トク リッ プ (ネジ 1 本 ) 説明 書 (本 者 ) 
ハンド スト ラッ プ 隊 証 


電王 人 の 時 が 護 さ れ て いな いと は 、 押収 稔 、 レ シー ト を 避 誠 大 と いっ し ょ に 
だ さい 1。 


rmw>、 スト ラッ プ は 


は け 穴 に ネジ を 合わ せ 、 ド ライ バー で 取り 人 
取り 付け 穴 に ネジ を 合わ せ 、 ド ライ バー で 取り 付け ま 19 この 穴 に 人 し ます 。 


定期 的 る み が な いか 点 岳 し て くだ さじ ぃ 。 
ペル トク リザ プ は 消耗 品 で す 。 
詞 》 ス ペ ベアー 部品 と し て 販売 ち て いま の で 、 お 買い 求 
め の 際 は 販売 店 に ご 相談 くだ さい ゝ 。 
ペル トク リッ プ : EBC-82 


ハン ドス トラ ッ プ の 取り 付け で emirimhilito 
ベル トク リッ プ の 穴 に ス トラ ッ プ を 通し ます 。 


本 製品 D 故 隆 、 度 動作 、 不 具合 、 あ る い は 合 二 な どの 外部 杏 因 に て 遂 信 な どの 機会 た 失っ た た め に 生じ た 指 
害 な どの 多 迷 和 済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 1。 


と 次 の 送信 は で 


男 村 器 の 近く で は 使用 し な いで くだ さ 航空 失 、 空 洪 了 地内 、 新 電線 両 内 
い 。 電 洲 障害 に より 機器 の 故障 ・ 記 動作 中 細 周 辺 で は 使用 し な いで く 守 し > 
の 原因 と な り ま す 。 運行 の 安全 や 拓 線 局 の 運用 、 放 送信 

に 支障 を さ た し た り 、 台 柏 機器 が 放 隊 ・ 
内 部 か ら 洋 れ た 液 が 皮 虜 や 衣 肛 に 付着 し 名 動作 する 原因 と な り ます 。 


た と きき は 、 皮 膚 に 際 害 を 起こ す お それ が 


病院 や 医療 比 関 で は 、 医 療 擬 器 な ど に 支 
あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 


井 が な いか 十分 に 確認 の 上 、 管 理 者 の 許 


流し て くだ さい 。 可 の も と で 使用 くだ さい 。 
無線 本 使用 し た こと に よっ て 、 い か な 
る 拍 動 作 ・ 不 中 合 が 生じ て も 、 当 社 は 一 
切 そ の 殴 任 を 負い か ね ます の で ご 了承 く 
だ さい 。 
堅 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 


イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あ ら か じ め 斉 
量 を 下げ て く 古 補い 。 午 力 障 害 の 原因 に 
な る こと が あり ます 。 火災 ・ 王 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


この トラ ン シ ー バ ー は 調整 済み で す 。 特 水 な ど で ぬ れ や すい 場所 ( 風 場 な ど ) 
宇 小 電力 トラン シー バー を ユー ザー が 履 で は 使用 し な いで くだ さい 1。 火 媒 ・ 感 時 ・ 
造 、 変 更 す る こと は 法 澤 で 禁止 され て い 攻 障 の 原因 と な り ま す 。 


* 近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容 
布 や 布団 で 思っ た り し な いで くだ さい 。 妖 を 男 か な いで く 祥 さい 。 こ ぼれ た り 、 
球 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 六 中 に 入っ た 場合 。 火災 ・ 到 電導 障 の 原 


氷室 か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 
また め ぬら ざさ な いよ うに で ご 注意 くだ さい 。 


の 原因 と な り ま す 。 直射 日 光 を 避け て 弄 因 と な り ま す 。 
週 し の 良い 状態 で ど 使 用 くだ さい 。 
還 異 常時 の 処置 に つい で 
以下 の 場合 は 、 すぐ 本 体 の 時 源 を OFF 面 が 障 り 出し た ら 尺 全 の た め 体 の 演 
に し て 、 還 池 を 取り 外し 、 売 電器 を で 使 を OFF に し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 は 


用 の 場合 は 、AC アダ プター を AE コン 
セン ト か らち 抜い て くだ さい 。 異常 な 状態 
の まま 使用 する と 、 火 災 ・ 琵 考 ・ 故 障 の 
康 因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販 
売店 、 ま た は 当社 サー ビス 窓口 に ご 連絡 
くだ さい 。 お 客 様 に よる 兵 理 は 、 違 法 で 
すか ら 、 紹 対 に お 止め くだ さいし 1。 


AC アダ プター を AC コン セント か ら 抜 
いて 、 ご 使用 を お 控え くだ さい 。 


較 民 常 な 弟 が し た り 、 下 が 出 た り 、 変 な 
思い が する と ぎ 

罰 沙 と し た り 、 
と き 

田内 名 に 水 や 異物 が 入っ た だ とき 

男 AG ア ダブ ター の コー ド が 悔 ん だ と 
( 選 線 の 鷺 出 や 断 象 な ど ) 


ケー ス を 破損 し た り し た 


言 | 
電池 の 入れ 方 
1 . カ バー を 手前 に スラ イ ド さ せま す 。 
ら . カ バー を 起こ し ます 。 
ケー ス 内 の 十 一 の 印 だ お り に 新しい 単 三 形 乾 電 好 
を だ 3 本 入れ て くだ さい 。 


3. カ バー を 倒し ます 。 
4. カ バー な を 奥 ま で スラ イド し て くだ さい 。 


| 。 . 市販 の 呈 形 電光 は ど 使 朋 に な れ ま せん 。 
GE 虹 9 計 池 カ バー だ 破 拓 ・ 維 矢 し た 場合 は 、 選 講和 が 
可能 で す 。 天 売店 へ で ご 用例 くだ 


減 電 池 表示 


電池 の 残 容量 は ディ スプ レイ に 4 自 階 で 表示 され ます 。 


ly 
5 

TID 居 員 h 議 
電 聞 容量 に 余裕 が 電池 が 消耗 し て グ ! SN 
あり ます きま し た 


マー ク が 点 渋 し た ら 器 池 
を 交換 し て くだ さい 


『 電 源 が 入ら な い 」 「ON / DFF を 線 り 返す 」「 デ ィ ス プレ イ 家 示 が 消え る 」「 ハ ウリ ング 」 
な どの 症状 が 出 た 場合 も 吉池 の 消耗 が 考え られ ます 。 
新しい 吉 池 と 交換 し て くだ さい 。 


し ば らく ご 使用 に な ら な いと き は 、 必 ず 電 池 を 取り 外し て くだ さい \。 


小 注意 
軒 使 用 環境 ・ 条 件 
テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで く 


(Q) た な さい 二 油 守 を え た り 、 委 けた ひ 
する こと が あり ます 。 


温度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 暴 
遥 し の 悪い 場所 に は 塞 か な いで くだ さ 
い 。 次 災 ・ 感 電 ・ 閣 謙 の 原因 と な る こと 
が あり ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 頒 い た 所 、 振動 の 多 
い 場 所 に は 画 が な いで くだ さい 。 落 ちち た 
り 、 倒 れ た だり し て けが の 原因 と な る こと 
が あめ あり ます 。 


置 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 


アン テ ナ を 誤っ て 目 な ど に ささ な いよ う 
に し て くだ さい 。 


イヤ ホン / マ イク ロホ ン 英 子 に は オプ 
ショ ン の イヤ ホン / マ イク ロホ ボン 以 外 は 
接続 し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 


男 保 守 ・ 点 栓 


お 手入れ の 了 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 
電源 を OFF に し て 、 電 池 を 取り 外し 、 
充電 器 を ご 使用 の 場合 は 、AC アダ プター 
を AG コン セン ト が か ら 抜い て くだ さい 1。 


本 体 や 充 起 器 の ケー ス は 、 開 け な い で く 
だ さい 。 け が ・ 感 寺 ・ 夏 障 の 猟 困 と な り 
ます 。 内 部 の 点 接 ・ 義 理 は 、 お 買い 上 ば 
の 販売 店 また は 当社 サー ビス セン ター に 
ご 飲 頼 くだ さい 。 


ディ スプ レイ 


9+1 1 チャンネル 「 本 


表示 “A 者 


20 チャ ン ネ ル 
表示 “B" 


直 麗 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 
吹 ぎ 出し 口 な ど 、 異 常に 温度 が 高く な る 
場所 に は 誰か な いで くだ さい 。 内 部 の 温 
徐 が 上 が り 、 ケ ー ス や 閉 品 が 変形 ・ 変 色 
し た り 、 火 災 の 原因 と な る こと が あり ま 
す 。 


調理 台 や 折 温 器 の そば な ど 油 息 や 湯気 が 
当たる よう な 場所 に は 置か な いで くだ さ 
い 。 火災 ・ 感 電 ・ 蘭 隠 の 原因 と な る こと 
が あり ます 。 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安全 の 
た め 必 ず 本 体 の 電源 放 BFF に し て 、 電 
池 左 取り 外し 、 充 電器 を 記 使 用 の 場合 は 
AC アダ プター を AC コン セン ト か ら 抜 
いて くだ さい 1。 


面 事 や 水分 、 異 物 の 混入 な ど に よる 飲 障 
の 場合 は 、 保 証 対 象 外 に な り ま す 。 


汚れ た 場合 は 落 ら か いき れい な 布 で 乾 拒 
きき し て く 六 さ い 。 

ベン ジン 、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 、 洗 前 
な ど を 使う と 外装 や 文字 が 変質 する 波 れ 
が あり ます 。 

洗浄 則 な ど を 直接 前 線 援 に 吹き 付け な い 
で くだ さい 。 

捉 器 内 部 に 浸透 し 故障 の 原因 と な り ま 
す 。 


吉 造 番号 ラペル を は が ささ ない で くだ さ 


も 。 
1 製造 益 号 が わか ら な いと 保証 サー ビス を 
お 受け 項 く こと が で きま せん 。 


チャ ン ネ ル 表 示 


6 、 


ベル 和 能 表示 一 上 - の | グル ー プ 基 号 表示 


VODX 機能 表示 


送信 表示 


S メー ター 表示 


泊地 表示 
- イ ーー マー ク が 点滅 し た ら 電 池 
を 交換 し て くだ さい 

| PTT ホー ルド 徐 能 
| ] 表示 “O" 
回 FuNc 示 


キー ロッ ク 表 示 


部 の 名 前 と は た らき 


近作 キー 


アン デ ナ 電源 / 音量 ツマ ミ / ど へ ^ マ キー を 押し て 思 話 する チャ ン ネル を 選択 し ます この キー を 押す と 回 が 点灯 し 、 宮 反 作 キ ー の 絢 能 が 変わ り ます 
て 方 に 回 す と 章 泊 が 6) 居 中 に ム マ キー を EO び 出し 音 So Mo 抽 " 
知香 ね 送信 中 に ム マ キー を 押す と 厨 び 出し 音 が 鳴り ます 。 の キー ロ ウ ウ ク 
s 本 を On |: に 
2 チャ ン ネ ル 表 示 選 択 約 秒 押す と @-m が 宗 灯 し キー ロッ ク し ます 。 
と 全 光 が され ます 。 《 ア ムキ ー を 押し な が ら 弄 源 を 入れ る と 「8+1 1」 の チャ ン ネ ル 家 示 に な 解除 する に は 同じ キー 操作 を し ます 。 
り ま す 。 
* A @ が 点灯 し ます 。 6 リセ ッ ト 
32NWE ー 422.3MHz: 人 来 り レ ジャ ー タ イブ 9 チャ 設定 状態 な がら か ら な く な っ た と き は リセ ッ ト し て くだ さい 。 
01 一 11 (4B2.0SMHz 一 42g.175MHz ・ 従来 の ビジ ネス タ 本 由 
計 の m7m 555 た 2 も IFUNC] キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 、 設 定 が 初期 化 され ます 。 
送信 する と き は . この 送信 中 、 赤く 点灯 し ます 。 
キー を 利 し が 5、 マ マキ ー を 押し な が ら 埋 源 を 入れ る と [20] の チャ ン ネ ル 表 示 に な り ま SagAr グル ー プ トー クツ 機 能 _ 
イク (に か っ て 話し ま ) 同じ グル ー プ の 人 と だ け 敵 話し た いと き は 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 全 
"B" @ が 点灯 し ます 。 用 し ます < vos 
01 11 (428.05MHz 488.175MHz : 従来 の ビジ ネス タ [GROUP] キー を 押す と グル ー プ 号 が 点灯 し ます 。 
イブ 1 1 チャ ン ネ ル ) 問 
12 20 (4282MHzー 482.3MHz : 従来 の レジ ャ ー タ イブ 9 クルー プ 号 を 合わ せる 
チャ ン ネ ) FUNC] キー を 押し 隔 各 灯 中 に A マ キー を 押し て グル ー プ 番号 を 選 
リセ ッ ト 時 の 初期 状態 は 「9 十 ] 1] チャ ン ネル 表示 で す 。 Ab な 
回 ビー プ 音 
PTT ホー ルド 午 能 8 ビー ブ 似 を OFF に し て いる と エン ド ピ ー、 ベル 概 能 と も に 音 は 鳴り ま 
ー を ー 度 押す と 送 儲 す る 機能 で す 。 せん 。 
も う 一 庶 押 す と 受信 待ち 受け に 戻り ます 。 
の FT この 朝 能 を 隔 う と PTT キー を 押し 続け る 必要 が な く な り ま す 。 [FUNC] キー を 押し 硫 点灯 中 に キー を 押す と ビー ブ 音 の 
ジャ ッ ク キ ャ ッ プ 0 ODN OFF が 切り 替わり ひま す 。 
ムキ ー と [GRDUP] キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
の 5 ー" C" @ が 点灯 ます 。 エン ドビー : [PTT] キー を 朋 し た と き に 「 ビ ッ 」 と 鳴る 斉 で す 。 
取り 付け ナッ ト 同じ 押 作 で 機能 の ON ノ OFF が 切り 替わり ます 。 ンド 間柄 は 2 旧 で C 
MONN 相 近 の 言 声 が 深 切 れる と き に 使用 し ます 。 
VOX 機能 IMON キー を 探す と ヴー] と いう ノイ ズ が 全 え 、 間 の 安 と 
アン デ ナ SU Mk 
骨 で す 。 
悪 他 ケー スキ カバー < ベル 機能 
マキ ー と [GROUP] キー を 押し な が 源 を s 則 
ー の 50 し ます 。 SO 呼び 出し が ある と 9 が 点 濃 し 、 呼 び 出 し 痛 で お 知ら は し ます 。 
同じ 操作 で 手 角 の DN ノ OFF が 切り 替わり ます 。 員 ンー MAO 
ー ON に する と ⑳ が 点灯 し ます 。 
基本 操作 
本 機 の 基本 と な る 操作 方 法 を 説明 し ます 。 
アン テ ナ を 立て る 有 信 する レ 。。 や や 同じ グル ー フ の 人 と だ け 通 話し た いと き は 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 使用 し ます 。 
通話 昭 離 に 大 きく 影 級 し ます の で 必ず アン デ ナ を 立て て くだ さい 。 信号 を 受 仙 す る と スピ ー カ ー か ら 相 手 の 音 声 が 剛 と えま す 。 「 記 」 [GROUP] キー を 押す ( ] 
ディ スプ レイ の S メー ター が 信号 の 強 さ に 応じ て 貞 灯 し ます 。 ニク ルー 
電源 を 入れ る さ e4/ クル ー プ 番号 が 点灯 し ます 。 / 
角 源 ノ 斉 宣 ツ マミ を 時 計 方 向 に 回 し ます 。 4 
音 思 を 軸 整 する 内 
電 / 音 時 ツマ ミ な 時 時 方 向 に 回 す と 癌 量 が 大 さく な り ます 。 / 
[MONI ギー を 押す と 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ え 、 音 量 の 4 HH 
目安 と な り ま す 。 
伸 
トン ニー ニッ ュー 
送信 する ( ロ 
信号 を 受信 し て いな いこ と を 也 認 し て か ら キー を 押し ます 。 グル ー プ 番号 を 選択 する 
ー 送信 イン ジ ケ ー タ ー が 志 色 に 点灯 し ます 。 e す 7 FUNG1 キー を 提 し 国 点 中 に ムッキー を 押 し て グ | リ 
[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 5 CSS 
マイ ク と 口元 は 約 5cm 離 し て くだ さい 。 グル ー プ 条 号 は D1 一 50 を 選択 で きま す 。 
チャ ン ネ ル を 合わ せる / ーー 、) 一 定 の 弄 さ 以上 の 記号 を 受信 し て いる と き は 警告 埋 「 ブ ブ ブ 」 が 員 り 74 
スマ キー な を 押し て チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 「」 送信 で きま せん 。 送信 する 『) 
通 語 し た い ト ラン シー バー 全て を 同じ チャ ン [PTT] キー を す と 「 ビ ッ 」 と いう エン ドビー が 鳴り 、 受 信 待 ち 受 ダ PTT キー な 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 
に ーー 6 ] E に 話し ます 。 
る ic ます 人 村人 隊 に 民 9 ま す ー 同 じ チ ャ ン ネル 、 同 じ グル ー プ 番号 の 相手 と だ け 授 
チャ ン ネ ル 宮 示 は 通り が 選択 で きま す 。 アル ど 央 付け な いで くだ まじ 拓 和 で き な く な 、 聞 kst 
58SDS BT TH 表示 リ レ な ど 在 貼り 付け な いで くだ さい * 天才 で き な く な | 
ムキ ー を 押し な が ら 吉 湖 を 入れ ます 。 上 - ーーー ニン / 
01 一 0 (2O0ch 表示 了 
9 0 チャ ン ネル 03 クル ー プ 番号 
マキ ー を 押し な が ら 吉 源 を 入れ ます 。 各 R た とき 03 を 選択 た と き 


故障 と お 考え に な る 前 に 


電源 が 入ら な い 。 | 埋 池 の 入れ 方 が 間違っ て い | 池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 
表示 が 消え る 。 | る 。 


新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 
区 が 出 な い 。 疾 切 な 音 崖 に 調整 し て くだ さい 。 
受信 し な い 。 | チャ ン ネ ル が 違う 。 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい!。 
グル ー プ 番号 が 価 う 。 同じ ブルー プ 番 号 に 合わ せ て くだ さい 。 
送信 で き な い 。 | 信号 を 受信 し て いる 。 信号 が な く な っ て か ら 送 代 す る か 、 チャ 


ン ネ ル を 変更 し て くだ さい 。 

8 分 の 通信 制限 時 間 を 超過 |PTT キー を 離し 秒 た っ て か ら 送 信 し 
し て いる 。 | て くだ さい 。 

| キー 操作 で き な | キ ー ロ ッ ク さ れ て いる 。 | キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 


娘 置 を 実施 し て も 異常 が 続く と き は リセ ッ ト し て くだ さい 。 
電池 が 消耗 し て いる と 誤動作 する こと が あり ます 。 新 し い 電 池 に 区 換 し て くだ さい 。 


製造 中 止 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


生産 終了 製品 に 関し て は 下記 の 一 定期 間 袖 修 用 部 吊 を 員 備 し て いま す 。 
不測 の 事 門 に より 在庫 が な く な る 場合 も お り 、 修 理 が で き な い こと も あり ま 
す の で ご 了承 くだ さい 。 

補修 用 部 品 の 保有 期間 は 生 痢 終 了 後 年 で す 。 


オプ ショ ン 一 覧 
EME-S "スト レー トコ ー ド イヤ ホン EMEL5BA イヤ ホン マイ ク (オー プン エア ) 
EME-2B カー ルコ ー ド イヤ ホン EME-18A VOX 付 ヘッ ド セ ッ ト 
EME-5D スト レー トコ ー ド イヤ ホン EME-13A VOX 付 ヘッ ド セ ッ ト 
EME-15A VOX 付 イヤ ホン マイ ク  EMEL53A へ ヘルメット 用 ヘッ ド セ ッ ト 
EME-21A イヤ ホン マイ ク (グレ ー) EME-34A イヤ ホン マイ ク (カナ ル 型 ) 
EME-81AB イヤ ホン マイ ク (県 ) EME-48A イヤ ホン マイ ク (オー プン エア ) 
ENE-2BA イヤ ホン マイ ク ( 耳 か け 型 ) EME-39A 咽 喰 イヤ ホン マイ ク 
EME-SOA イヤ ホン マイ ク ( プ ブー ム 型 ) EMS-59 スピ ー カ ー マ イ ク * 
EME-31A イヤ ホン マイ ク ( マ イク タロ) 
EME-B1A イヤ ホン マイ ク ( 写 か け 型 ) 

+VOX 提 能 は お 使い に な れ ま せん 。 


チャ ン ネ ル 表 示 


B+iich (MHz) ム + 時 源 ON 12och (MHz) マ + 電 源 ロ N 
1 1 4gggoag ロ j | 428.D5 ロ 0 ロ 1 1 42E.050O 11 | 42g.1750 
1422S18B | Hg | 428.UBgE 08 | 422.0825. 18 | 422.2000 
ヨ 1428.28B ロ n ED03 1488.07B0 03 1422.0750 13 | 48g.2125 
4 | 48g2375 | 04 | 488.0875 04 | 42g.0875 | 14 | 4g8.2250 
8 148gg500 |O5 |4gg.1900 05 | 4gg.1qOO | 15 |488.2875 
6 | 3286g5 |0e | 4gg.1125 06 | 4gg.1125 | 16 | 4gean 
12 122 07 | 4gg.1250 DEEESs 較 誌 4EEEPEEEH 
482.8875 HB | 482.1375 ロ 8 | 488.1375 1 1482.8750 
ョ 12agaono |oe|4s.isoo 09 | 4gg.15Q0 | 19 |488.8875 
- - 10 |48.1685 19 | 4gg.eg5 | ao|4se.3ooo 

- - 11 148g.175o 


送受 信 央 波数 | 422.050 一 42 ら .175MHz 422.20 
電波 形式 IF8E (FM 

10mW 

愛情 惑 度 |-14dBu (18dB SINAD) 

費 戸出 力 ]70mW 以 上 (89) 

通信 方 式 | 単 信 

定格 電圧 | DC4.5V ( 単 三 形 間 暑 池 8 本 ) 


消費 電流 |] 送信 時 約 B0mA、 受信 定 邊 出力 時 約 180mA 
受信 待ち 受け 時 約 ZOmA、 バ ッ デ リー セー ブ 時 約 85mA 


動作 温度 錠 男 1-10 一 +50G 
すず 法 | 64 (W) x 113 (H) x32 (D) mm (突起 物 除 く ) 
斉 置 | 約 110g (全体 の み ) 


仕様 ・ 定 哲 は 予告 な く 変 更 する 場合 が あり ます 。 

本 妖 の 説明 用 イラ スト は 、 実 物 と は 字体 や 形状 が 代 な っ た り 、 一 部 の 表示 を 省略 し て いる 坦 
合 が あり ます 。 

本 湯 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 


422.300MHz 


